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巡
回
文
庫
を
ご
利
用
下
さ
い

　
読
書
の
普
及
を
は
か
る
目
的
で
、
こ

ん
ど
巡
回
文
庫
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
公
民
館
、
親
子
会
、
読
書
サ

ー
ク
ル
な
ど
利
用
の
対
象
と
な
る
団
体

ご
と
に
本
棚
を
置
き
、
大
体
ニ
ケ
月
に

一
回
約
三
十
冊
を
配
本
し
て
皆
さ
ん
に

ご
利
用
願
う
も
の
で
す
。
図
書
の
入
替

え
は
、
ニ
ケ
月
砕
一
回
自
動
車
で
訪
問

し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
希
望
の
本
を
置
く

と
い
う
形
で
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
巡
回
文
庫
設
置
ご
希
望
の
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
八
月
十
五
目
に
図

書
館
あ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お

図
書
館
の
現
在
蔵
書
数
が
六
手
冊
し
か

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
度
に
数
十
個
所

の
ご
希
望
に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
よ
う
な
場
合
は
比
較
的
遠
隔
地
か

ら
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市の人ロ　（8月1日）

冊耀導職’、

男
女

19．323

21．041

計　　40．364

世帯数　　9．244

藍

難繹

一纏ザ騨＿聾轟
襲響

協…・・ご遠慮なく

　　　　　　●気軽にどうぞ…協
「市民のための市役所」であるためには、ま

ず住民の苦情や、要望をこころよく聞いて、

それに納得されるお答えをし、また要望、苦

情などその声を行政面に大いにとりいれ、住

民へのサービスの向上と、市政の発展をはか

ろうとするのが、最も近代的な行政機構であ

ろうと思います。

　行政事務の合理化を行なっている当市役所

では、こんど事務改善の一環として市役所玄

関前に新しく市民相談室を設けました。

　市民相談室では、市民のみなさんが日頃お
きづきの点やお考えになっておられる苦情や

∫

、

穿論麗麗願につして・こころよ

　この相談室には、いつも2名の相談員がい

てみなさんのご相談に応じ、また係頁でどう

しても解決できない難問題については、市
長、助役また関係各課長が自ら相談所にでか

けて、みなきんが納得ゆくまで話し合う仕組

みになっています。

　市の行政に対する不平、不満、要望事項、

なんでも気軽にご相談においでください。

相談時間＝8時半から5時まで

月
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雛
家
族
そ
ろ
っ
て
出
席
を
！

　
四
万
市
民
の
「
交
通
教
室
を
開
設
」

　
日
向
市
防
犯
組
合
と
日
向
警
察
署
で

は
八
月
一
巳
か
ら
四
万
市
民
の
交
通
法

令
講
習
会
を
市
内
七
十
四
ケ
所
で
開
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
日
向
署
管
内
で
も
交
通

事
故
が
毎
日
の
よ
う
に
発
生
し
、
こ
と

し
の
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
七
十

名
の
人
が
死
ん
だ
り
、
ケ
か
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
を
調
べ
て
み
ま

す
と
歩
行
者
や
自
転
車
乗
り
が
交
通
法

令
を
知
ら
ず
に
、
ま
た
法
令
を
守
ら
ず

に
犠
牲
と
な
っ
た
も
の
が
約
半
数
を
し

め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
防
犯
組
合
と

日
向
警
察
署
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
う

し
。
た
歩
行
者
や
自
転
車
乗
り
の
た
め
に

「
四
万
市
民
の
交
通
教
室
」
と
名
づ
け

て
、
わ
か
り
や
す
く
交
通
の
法
令
講
習

会
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
た
め
、
ま

た
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
家

族
全
員
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
こ
の
教
室

に
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
期
日
は
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
市
防
犯
組
合
と
日
向
警
察
署
の
係

員
が
各
地
区
を
巡
回
し
ま
す
。

　
「
交
通
教
室
」
の
開
催
期
日
は
、
区

長
さ
ん
、
班
長
さ
ん
か
ら
ご
連
絡
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
ぜ
ひ
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
「
交
通
教

室
」
に
出
席
し
た
家
に
は
〃
交
通
教
室

出
席
の
家
〃
と
い
う
カ
ー
ド
を
お
渡
し

し
て
、
玄
関
前
起
は
つ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い

三軸

b
罐
纏
翻
慰
二
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
治

て
い
ま
す
。
国
、
県
、

論
議
欝
両
開
難
自
警

脚
纈
輻
塩
煙
聾
鴇

剣
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曵　
き
よ
出
制
国
民
年
金
が
、
丁
年
四
月

か
ら
は
じ
ま
っ
て
満
一
年
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
五
月
か
ら
障
害
年
金
、
母
子

年
金
、
準
母
子
年
金
、
お

よ
び
遺
児
年
金
の
四
年
金

（
老
令
年
金
は
十
年
後
）

の
給
付
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。　
き
よ
出
制
国
民
年
金
に

加
入
し
、
引
き
続
き
一
年

以
上
保
険
料
を
納
入
し
て

お
ら
れ
る
方
で
、
不
幸
に

し
て
生
計
の
中
心
者
を
失

っ
た
り
、
身
体
に
障
害
を

き
た
し
た
り
し
て
保
険
事

故
が
発
生
し
た
方
に
は
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
受
給
手
続
】

○
…
被
保
険
者
が
傷
病
に

か
か
っ
て
片
手
、
片
足
を

切
断
、
視
力
、
聴
力
な
ど

の
機
能
を
欠
く
よ
う
に
な

っ
た
場
合
や
、
夫
、
父
、

母
と
い
っ
た
生
計
中
心
者

’』

`
選
・

●

国
民
年
金
印
鑑
票
、
戸
籍
抄
本

国
民
年
金
障
害
年
金
廃
疾
認
定
診
断
書

　
　
母
子
年
金
請
求
手
続

国
民
年
金
母
子
年
金
、
裁
定
請
求
書

国
民
年
金
手
帳
。
国
民
年
金
印
鑑
票

戸
籍
謄
本
、
住
民
票
謄
本

　
　
導
母
子
年
金
請
求
手
続

国
民
年
金
準
母
子
年
金
、
裁
定
請
求
書

以
下
母
子
年
金
と
同
じ

　
　
遺
児
年
金
請
求
手
続

国
民
年
金
遺
児
年
金
、
裁
定
請
求
書

以
下
母
子
年
金
と
同
じ

　
以
上
の
書
類
を
提
出
し
、
裁
定
請
求

を
行
な
っ
て
、
は
じ
め
て
国
民
年
金
証

．

燭

σ

書
が
交
付
さ
れ
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
、
な
お
、
支
払
の
請
求
な
ど

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
市
民
課
年
金

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

早
期
水
稲

刈
と
り
、
仕
上
げ
が
だ
い
じ

　
い
よ
い
よ
早
期
水
稲
の
刈
取
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
高
温
、
多
湿
な
時
期
で

あ
り
ま
す
の
で
、
米
の
商
品
価
値
を
高

め
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
必
ず
実
行

し
て
く
だ
さ
い
。

△
適
期
刈
取
り
・
：
出
穂
期
か
ら
二
十

b．

�
柾
戟
@
、

　
　
　
　
＼
口
‘

　
九
日
が
刈
取
り
適
期
で
す
が
、
遅
れ

　
が
ち
で
す
か
ら
、
こ
れ
よ
り
二
日
早

　
く
刈
取
り
を
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。

△
穂
発
芽
に
注
意
　
・
刈
取
前
で
も
刈

　
眉
墨
で
も
、
穂
発
芽
の
危
険
度
は
高

　
い
の
で
、
か
け
ぼ
し
や
改
良
ぼ
し
で

　
対
策
を
た
て
て
く
だ
さ
い
。

△
乾
そ
う
を
上
手
に
－
・
刈
取
後
の
乾

　
そ
う
は
、
か
け
ぼ
し
や
改
良
ぼ
し
で

　
ま
た
脱
穀
後
の
乾
そ
う
は
午
前
中
や

　
午
後
の
涼
し
い
内
に
ほ
す
よ
う
に
し

　
胴
割
米
を
な
く
す
よ
う
に
し
て
く
だ

　
さ
い
。

5
か

と
死
別
し
た
場
合
に
き
よ
出
制
の
障
害

年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遣

児
年
金
の
四
つ
の
年
金
を
受
け
る
権
利

が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
受
給
権
が
発
生

し
た
ら
、
年
金
を
受
け
る
た
め
受
給
権

の
裁
定
の
手
続
（
請
求
）
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
－
き
よ
出
制
国
民
年
金
の
受
給
権
の

裁
定
の
手
続
（
請
求
）
は
、
受
給
権
者

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
出
張

所
長
に
請
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

受
給
権
の
裁
定
手
続
（
請
求
）
書
類
は

次
の
と
お
り
で
、
居
住
地
の
市
町
村
長

を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
次
の
用
紙
は
全
部
市

役
所
市
民
課
年
金
係
に
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。

　
　
障
害
年
金
請
求
手
続

国
民
年
金
障
害
年
金
、
裁
定
請
求
書

国
民
年
金
手
帳

翼

　　蔭
欝｛
　、

㍗

［そ

ﾟ
都
市
運
魍

　
　
　
　
篠
井
市
長
の
帰
任
談

　
日
向
、
・
延
岡
地
区
の
新
産
業
都
市
指

定
に
つ
い
て
は
、
将
来
日
向
、
延
岡
地

域
は
も
ち
ろ
ん
、
県
全
体
の
発
展
を
左

右
す
る
大
き
な
問
題
と
し
て
、
最
も
力

を
入
れ
た
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

こ
ん
ど
の
内
閣
改
造
を
機
会
に
、
更
に

強
く
要
請
す
る
＃
め
、
さ
る
十
四
日
か

ら
県
を
は
じ
め
、
県
議
会
、
藤
井
日
向

市
長
、
延
岡
市
、
門
川
町
、
北
川
、
北

方
、
東
郷
の
各
市
町
村
代
表
者
が
上
京

東
京
で
県
出
身
の
衆
参
両
議
員
と
合
流

し
て
新
閣
僚
の
う
ち
宮
沢
経
済
企
画
庁

長
官
、
田
中
蔵
相
、
福
田
通
産
相
、
加

屋
政
調
会
長
な
ど
に
陳
情
し
た
績
果
新

閣
僚
の
態
度
は
前
閣
僚
の
と
き
よ
り
協

力
的
で
、
今
後
の
見
通
し
は
以
前
よ
り

明
る
く
な
っ
た
と
、
二
十
四
日
藤
井
市

長
は
帰
任
談
を
次
の
様
に
語
り
ま
し

た
。○
…
経
企
庁
長
官
に
対
し
て
は
、
日
向

延
岡
地
域
の
実
情
と
後
進
地
域
の
拠
点

開
発
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
こ
れ
に
対

し
企
画
庁
長
官
は
「
趣
旨
は
よ
く
わ
か

っ
た
、
後
進
地
域
の
開
発
と
地
域
格
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
’

国
民
年
金
掛
け
金
（
保
険
潔
）
第
†
見
（
琢
丑
、
六
月
）

　
未
納
の
方
は
す
ぐ
こ
納
め
て
下

　
　
・
‘
　
読
‘
羅
、

　
　
　
　
蚤

是
正
は
池
田
政
策
の
主
柱
で
あ
る
の
で

よ
く
考
え
た
い
」
と
答
・
灸
さ
ら
に
一

プ
ロ
ツ
ク
一
個
所
の
指
定
に
つ
い
て
も

「
そ
の
よ
う
な
考
え
は
お
か
し
い
、
日

向
、
延
岡
な
ど
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
」
と
見
解
を
の
べ
た
。
ま
た
「
低
開

発
促
進
法
」
指
定
に
つ
い
て
は
反
対

で
、
あ
く
ま
で
新
産
都
市
指
定
の
線
で

運
動
を
進
め
て
い
く
と
言
っ
た
と
こ
ろ

「，

ｻ
の
考
で
進
む
べ
き
だ
」
と
助
言
し

え
て
く
れ
た
。

○
・
ま
た
大
蔵
大
臣
も
新
産
都
市
法
一

本
で
い
く
べ
き
だ
と
の
態
度
で
、
加
屋

政
調
会
長
も
十
分
研
究
し
た
い
と
好
意

的
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
一
プ
ロ
ツ
ク
地
域
一
指

定
の
線
が
く
つ
れ
た
こ
と
、
低
開
発
促

進
法
で
な
く
、
新
産
都
市
法
で
進
む
べ

き
だ
と
の
方
針
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
岡
地
域
指

な
ど
、
こ
れ
ま
で
日
向
、

定
に
難
色
を
示
し
て
い
た
経
企
庁
が
、

内
閣
改
造
後
、
協
力
的
な
態
度
を
示
し

て
く
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
情
勢
は
か

な
り
好
転
し
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
だ

　
今
後
の
更
に
強
力
的
な
運
動
を
波
状

的
に
続
け
て
行
く
。
・
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。松
藤
噸
酷
難
聾
落
磐

訪
れ
、

　
　
　
会
社
側
と
話
し
合
っ
た
が
、
会

搬
罫
灘
離
職
鎌
轄
響

　
　
ロ

分
の
納
期
限
は
七
月
末
で
し
た

　
　
　
　
　
　
◎

●

　
い
る
の
風
場
在
の
不
況
を
の
り
き
る
方

　
策
は
十
分
と
と
の
え
て
い
る
。
日
向
市

　
工
場
建
設
は
金
融
不
振
の
た
め
時
期
が

　
延
び
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
決
し

転
長
喜
翔
黙
舞
躍
藩

＼
る
」
と
話
し
て
い
た
と
語
り
ま
し
た
。

》
無
（
関
係
各
僚
に
細
島
の
良
さ
を
説
明
す

　
話
藤
井
市
長
）

「

　　　　　　　　　　o
秋ばれいしょを作ろう

　　ことしの目標面積95ヘクタール

r

’

、

　
昭
和
5
7
年
度
の
秋
ば
れ
い

徴
羨
婦
徳
罫
購

元
生
産
者
約
百
名
、
東
京
、

大
阪
な
ど
県
外
市
場
業
者
5

名
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
次

の
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た

　
防
災
営
農
な
ら
び
に
畑
作

改
善
の
一
環
と
し
て
導
入
し

た
秋
ば
れ
い
し
ょ
は
年
々
農

家
経
営
の
中
に
と
り
い
れ
ら

れ
計
画
生
産
と
共
販
体
制
に

よ
っ
て
県
外
市
場
か
ら
も
広

く
認
識
さ
れ
、
ま
た
農
業
経

9

営
内
に
占
め
る
現
金
収
入
の
割
合
も
非

常
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
と
く
に
本

年
度
以
降
は
過
去
の
実
績
な
ど
を
考
え

特
産
地
（
主
産
地
）
形
成
を
重
点
事
項

と
し
て
増
産
の
推
進
を
行
な
う
。

　
5
7
年
度
の
栽
培
目
標
面
積
は
、
富
島

農
協
甜
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
岩
脇
農
協
ゐ
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
美
々
津
農
協
切
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
し
て
、
反
収
二
千
二
百
勿
を
目
標

に
す
る
。
な
お
、
こ
の
主
産
地
形
成
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
実
績
を
考

え
、
次
の
項
目
を
実
施
す
る
。

④
水
田
後
作
は
用
排
水
施
設
の
完
備
さ

　
れ
た
地
域
を
選
び
、
集
団
3
ヘ
ク
タ

　
ー
ル
以
上
を
確
保
し
、
散
在
地
は
普

　
及
を
行
な
わ
な
い

◎
一
戸
当
り
の
耕
作
規
模
は
m
ア
ー
を

　
以
上
を
目
標
と
し
小
規
模
農
家
の
潭
、
、
，
、

　
子
の
斡
旋
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い

⑱
単
作
地
帯
で
あ
り
畜
産
振
興
計
画
が

　
樹
立
さ
れ
て
い
る
地
域
に
普
及
す
る

㊥
共
同
防
除
組
織
と
防
除
機
具
の
整
備

　
さ
れ
て
い
る
地
域
に
普
及
す
る
。

㊥
共
同
選
別
、
共
同
出
荷
の
促
進
と
計

　
画
的
に
系
統
出
荷
を
行
な
う
こ
と
。
　
　
　
・

　
共
販
お
よ
び
系
統
機
関
出
荷
を
行
な

　
わ
な
い
地
区
は
特
産
地
域
の
対
象
と

　
し
な
い
。

べ萬ベル謔ﾝ’騨計’1ミ喧》・ぺ＝層粥七一解鐸響鷹、
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製
署
嚢
餐
威
髪
瀟

　
　
　
　
　
台
風
へ
の
心
構
え
と
そ
の
常
識

　
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
夏
に
な
り
ま

す
と
き
ま
っ
て
台
風
の
心
配
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
こ
と
し
の
台
風
に
つ
い
て

宮
崎
気
象
台
に
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
ま
ず
い

ま
ま
で
我
が
国
を
襲
っ
た
台
風
の
統
計

か
ら
、
五
年
目
、
五
年
目
を
周
期
に
し

て
ほ
と
ん
ど
似
か
よ
っ
た
性
質
の
台
風

が
我
が
国
を
襲
っ
て
く
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

一
年
目
日
台
風
活
動
が
最
も
強
い
年
で

　
と
く
に
七
、
八
月
の
発
生
数
、
北
上

　
数
が
多
い
。
ま
た
秋
に
な
っ
て
強
い

　
台
風
が
接
近
す
る
傾
向
が
る
。

二
年
目
踊
台
風
活
動
は
前
年
よ
り
や
や

　
衰
え
る
が
、
こ
の
年
で
は
、
ま
だ
活

　
動
期
と
み
な
さ
れ
る
。

二
年
目
1
一
台
風
は
弱
く
、
発
生
数
も
少

　
な
い
。
ま
た
大
型
台
風
に
発
達
す
る

も
の
が
少
な
い
，

四
年
目
1
1
発
生
数
は
一
年
目
に
つ
い
で

　
多
い
が
、
大
型
台
風
は
少
な
い
。
ま

　
た
九
州
に
接
近
す
る
の
も
少
な
い
。

五
年
目
1
1
発
生
塗
ほ
少
な
い
が
九
州
に

　
接
近
す
る
公
算
が
大
き
い
年
で
あ
る

　
気
象
台
の
話
で
は
、
こ
と
し
は
ち
ょ

う
ど
三
年
目
に
あ
た
り
、
二
十
個
ぐ
ら

い
の
台
風
が
発
生
し
、
う
ち
二
～
三
個

が
九
州
に
接
近
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
．

　
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
統
計
か

ら
割
り
だ
し
た
も
の
で
す
か
ら
必
ず
し

も
こ
う
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
例
外

も
少
な
く
な
い
の
で
す
。
こ
と
し
で
も

す
で
に
七
月
ま
で
に
九
個
の
台
風
が
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
充
分
警
戒
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
台
風
の
常
識
と
も
い
う
べ
き

’

，

も
の
を
二
、
三
聞
い
て
み
ま
し
た
。
よ

く
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
中

心
気
圧
×
×
x
ミ
リ
バ
ー
ル
、
中
心
附

近
の
最
大
風
速
×
×
x
メ
ー
ト
ル
と
い

う
の
聞
き
ま
す
が
台
風
は
爆
心
気
圧
を

示
す
数
字
が
少
な
い
ほ
ど
強
い
の
で
す

ミ
リ
バ
ー
ル
に
な
じ
め
な
い
方
は
中
心

’

附
近
の
最
大
風
速
が
大
き
い
ほ
ど
台
風

は
強
い
と
考
え
て
お
け
ば
よ
い
よ
う
で

す
。
　
　
　
，

　
ま
た
台
風
ぱ
吹
き
渡
る
地
形
に
よ
っ

て
非
常
に
強
く
な
っ
た
り
、
弱
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
例
え
ば
関
門
海
狭
の
よ

う
に
北
側
と
南
側
か
ら
山
か
せ
ま
り
、

東
と
西
が
ラ
ッ
パ
状
に
開
い
た
地
形
で

は
、
東
風
や
西
風
は
普
通
の
平
地
に
く

ら
べ
て
二
倍
に
も
三
倍
に
も
強
く
な
る

こ
と
が
あ
り
、
台
風
の
コ
ー
ス
か
ら
は

な
れ
た
と
こ
ろ
で
も
思
わ
ぬ
被
害
が
お

臨
玉
W
噸
（

『

き
た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
台
風
に
は
、
つ
き
も
の
の
雨
の
被
害

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
も
地
形
に

よ
っ
て
大
変
異
な
り
ま
す
。
一
般
に
山

岳
地
方
に
多
く
、
昨
年
十
月
十
五
日
に

富
高
地
区
に
降
っ
た
雨
は
塩
見
、
富
高

地
区
の
稲
に
大
き
な
被
虫
薬
与
え
ま
し

た
が
、
耳
川
や
石
並
川
で
は
、
そ
れ
ほ

ど
の
水
の
量
も
増
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
季
節
的
に
は
梅
雨
期
や
秋
に
起
り

や
す
い
よ
う
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
台
風
で
忘
れ
て
な
ら
な

轍

幽

い
も
の
に
、
高
潮
が
あ
り
ま
す
。
高
潮

は
風
津
波
と
も
呼
ば
れ
、
第
一
に
台
風

の
申
心
気
圧
が
低
い
た
め
に
海
面
が
ふ

く
れ
あ
が
る
。
第
ご
に
風
が
強
い
の
で

そ
の
風
圧
で
海
水
が
海
岸
に
吹
き
寄
せ

ら
れ
る
。
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
も
地
形
に
よ
っ
て
異
り
ま
す
が
、
湾

に
な
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
思
わ
ぬ
被
害
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
沿
岸
の

家
で
は
注
意
を
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん

△
　
台
風
か
や
っ
て
き
た
ら
　
△

①
老
人
、
子
供
、
病
人
は
早
目
に
避
難

さ
せ
て
お
く
　
②
貴
重
品
は
箱
の
中
な

ど
一
ケ
所
に
ま
と
め
て
お
く
　
③
停
電

の
と
き
に
備
え
、
懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ソ

ク
、
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
の
準
備
も
④

簡
単
な
医
薬
品
、
二
三
日
分
の
食
糧
の

準
備
も
忘
れ
ず
に
　
⑤
雨
戸
、
ガ
ラ
ス

戸
は
釘
づ
け
に
し
、
内
側
と
外
側
か
ら

ガ
ン
ノ
ヨ
ウ
に
支
え
を
し
て
お
く
。

⑥
テ
レ
ヒ
の
ア
ン
テ
ナ
、
煙
突
な
ど
倒

れ
や
す
い
も
の
に
は
支
え
を
し
て
お
く

⑦
不
用
不
急
の
外
出
を
し
な
い
こ
と
、

や
む
を
得
な
い
外
出
の
と
き
は
帽
子
を

か
ふ
り
上
着
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
す

る
　
⑧
子
供
の
行
動
に
注
意
す
る
こ
と

浸
水
や
河
川
の
出
水
か
あ
る
と
珍
ら
し

が
っ
て
見
物
に
出
か
け
る
が
、
風
雨
が

強
い
の
で
川
に
転
落
し
た
り
、
深
い
と

こ
ろ
に
は
ま
り
こ
ん
で
、
で
き
死
す
る

事
故
も
あ
り
ま
す
　
⑨
断
線
に
注
意
す

る
こ
と
、
手
で
さ
わ
る
と
感
電
死
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
。

≡
＝
≡
三
一
≡
≡
一
＝
こ
三
三
＝
ニ
一
＝
≡
［
一
三
≡
≡
＝
；
三
；
一
一
一
…
一
＝
三
＝
≡
ニ
＝
一
一
＝
＝
三
＝
≡
三
一
＝
一
「
一
一
一
三
＝
＝
三
「
三
≡
「
一
…
三
一
三
一
三
＝
≡
「
一
；
≡
＝
＝

　
　
台
風
災
害
に
備
え
て

　
　
　
　
　
　
水
防
訓
練

　
日
向
市
消
防
署
で
は
、
　
「
細
島
臨
海

工
業
地
帯
に
高
潮
が
お
し
寄
せ
て
堤
防

か
く
ず
れ
、
多
く
の
人
が
港
内
に
お
し

流
さ
れ
、
多
数
の
ケ
が
人
が
出
た
と
い

う
想
定
の
も
と
に
去
る
十
六
日
竹
島
で

水
防
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。
訓
練
に

は
日
向
消
防
署
員
、
消
防
団
員
、
日
向

警
察
署
員
な
ど
約
三
百
名
の
ほ
か
に
自

昏
・
孟

〆

懸
麟
難
壁
喉
中

津
海
上
保
安
部
細
島
海
上
保
安
署
の
巡
　
’

灘
㌃
窮
羅
職
壷
脇
勧

を
積
ん
で
堤
防
を
補
強
、
高
潮
を
防
ぐ

消
防
団
員
。
　
（
中
子
）
高
潮
に
と
り

壕
端
魏
比
嘉
鯉
監
督

一
己
漿
墜
縢
馬
齢
剰

明
の
人
に
は
、
す
ぐ
に
人
工
呼
吸
を

’

’
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ζ轍

乖　1

、

お
み
ご
と
完
納

二
百
六
十
名
、

■
昭
和
酪
年
度
の
優
良
納
税
者
、
優
良

納
税
組
合
長
、
■
優
良
納
税
部
落
と
保
険

税
優
良
健
康
家
庭
の
表
彰
式
は
、
去
る

三
日
講
堂
で
行
な
わ
れ
、
二
百
十
六
名

と
十
五
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
ば
、
①
優
良
納
税
組

合
長
と
し
で
吉
田
道
治
（
中
央
第
一
）

ざ
ん
ら
三
十
三
名
、
一
般
納
税
功
労
者

と
し
て
黒
木
忠
市
（
奥
野
）
さ
ん
ら
二

千
名
、
三
年
連
続
前
納
者
と
し
て
佐
々

木
岩
松
（
止
珂
ご
さ
ん
ら
九
名
、
三

十
六
年
度
完
納
部
落
と
し
て
籾
木
区

（
三
年
連
続
）
ほ
か
三
区
、
一
般
税
の

み
完
納
部
落
と
し
て
高
松
一
区
、
保
険

誘
観
蘇
麟
甕
話
薙
齢

ハ
ツ
．
（
南
町
）
さ
ん
ら
百
五
十
四
の
家

庭
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
写
真
上
V

醗
．
．
．ボ
∵

　
　
駕
爵
．
だ
｛
ノ

響

’

層r

西　　鴨

　
　
十
五
団
体
を
表
彰
「
・

　
コ　
　
　
日
向
市
に
こ
ん
ど
観
光
協
会
が

珍
だ
ん
呈
ε
ま
毎
き
る
†

　
　
　
　

よ
．
「
一
日
に
市
役
所
講
堂
に
関
係
者
約

じ
、
．
、
百
害
が
参
加
し
て
設
立
総
会
を
開

ん
き
、
会
則
や
事
業
計
画
予
算
な
ど

た
き
め
ま
じ
た
。
こ
の
観
光
協
会
は

が
　
「
広
蝦
ひ
ゆ
う
が
」
で
も
お
知
ら

ム
五
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
．
日
向
市
を

協
観
光
の
街
に
す
る
た
め
市
内
の
未
・

光
開
発
観
光
地
の
開
発
や
観
光
施
設
．

観
の
整
備
、
観
光
地
の
宣
伝
紹
介
、

勿
観
光
客
の
誘
致
そ
の
他
観
光
事
業

　
　
の
育
成
な
ど
肴
な
い
ま
す
。
．

　
な
お
役
員
に
は
、
会
長
1
1
日
高
利
美

㌧
（
商
工
会
議
所
会
頭
）
　
副
会
長
1
一
南

崎
勝
美
パ
宮
腰
蓑
向
営
業
所
長
）
　
一
高

「
木
力
松
（
美
々
津
観
光
協
会
長
）
の
三

．
氏
に
き
ま
り
ま
し
た
。
＼
亨
真
中
）

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
薪
》

　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

噂
●
，

ヒ

　
　
に
ぎ
や
か
だ
っ
た

　
　
・
：
　
「
七
夕
」
ま
う
U

　
　
日
向
市
商
店
会
の
「
七
夕
ま
つ
り
」

　
は
雨
・
の
た
め
延
期
、
十
一
日
、
十
二
日

　
の
二
日
間
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し

　
た
。
中
元
大
売
出
し
を
前
に
、
七
夕
．
ま

　
つ
り
で
少
し
で
も
夏
枯
れ
を
吹
き
と
ば

　
そ
う
と
各
商
店
会
と
も
一
．
万
円
前
後
の

　
材
料
を
奮
発
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
サ
サ

　
竹
を
店
頭
に
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ま
し
た
。

　
　
七
ダ
ま
つ
り
か
た
が
た
の
買
物
客
の

，
出
足
も
好
調
で
「
十
五
夜
祭
り
に
つ
い

　
で
年
々
盛
大
に
な
り
、
七
夕
ま
つ
り
も

　
巳
向
市
の
名
物
の
ひ
と
つ
に
な
り
そ

　
う
」
と
は
尉
係
者
だ
け
の
声
で
は
な
い

’
よ
う
で
す
。
　
（
写
真
下
）

　
　
・
無
断
で
転
用
で
き
ま
せ
ん

　
、
最
近
、
農
地
を
無
断
で
転
用
す
る
方

　
を
よ
く
見
う
け
ま
す
。
田
や
畑
の
農
地

．
■

ρ

’

冒

を
宅
地
（
農
地
以
外
）
に
転
用
す
る
場

合
は
農
地
法
に
よ
っ
て
県
知
事
の
許
可

脇
農
膿
薩
閥
可
申
請
を
．

難
鱗
灘
贈
塾
図

ま
す
の
で
、
転
用
さ
れ
る
場
合
は
事
務

局
ま
で
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

も
し
無
断
で
農
地
に
家
を
建
て
た
り
、

農
地
以
外
に
使
用
し
た
り
し
た
場
合
は

家
の
と
り
こ
わ
し
を
行
な
っ
た
り
、
処

巴
一
三
三
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罰
さ
れ
北
り
し
ま
す
の
で
注
置
し
て
く

　
　
だ
き
い
。
．
．
、
．
　
　
　
　
　
協

　
　
　
　
　
　
士
の
方
へ
：
・
◇
　
　
　
　
．

．
　
養
馨
薯
の
撰
主
の
住
所

號
鍵
備
諜
難

　
　
申
．
請
し
で
あ
．
る
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
建
築
場
所
が
田
畑
で
あ
っ
て
も

　
　
宅
地
と
記
入
し
て
あ
カ
ま
す
の
で
、
こ
’

　
　
ん
ご
建
築
許
可
申
請
書
の
作
成
に
つ
い

　
　
て
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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＝
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＝
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夏
休
み
を

　
楽
し
く
す
ご
す
た
め
に

　
ナ
サ
カ

㎞
て
い
ま
す
力

醐
る
と
き
で
す
、

湘
み
あ
げ
た
規
律
あ
る
生
活
も
、

㎜
と
し
た
失
敗
や
心
の
ゆ
る
み
で
く
ず
れ

湘
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

剛
　
そ
こ
で
、
、
反
省
と
こ
れ
か
ら
の
出
発

酬
の
た
め
に
、
夏
休
み
の
最
初
に
も
ど
つ

㎞
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

夏
休
み
も
半
ば
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

こ
．
〉
、
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
を
送
つ

　
　
　
　
、
、
こ
れ
か
ら
が
、
が
ん
ば

　
　
　
　
　
　
せ
っ
か
く
努
力
し
て
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
つ

1
△
宅
習
に
つ
い
て

　
痩
最
初
の
計
緬
ど
お
り
勉
強
が
進
ん
で

　
い
ま
す
か
。
隔
②
サ
イ
レ
ン
に
よ
る
勉
強

　
時
間
は
守
っ
て
い
ま
す
か
。
③
夏
休
み

　
鉄
橋
下
△
塩
見
橋
の
下
△
竹
島
築
港
澗

　
工
事
現
場
附
近
△
お
倉
ケ
浜
、
お
金
川

　
ケ
浜
の
洲
△
細
島
港
岸
壁
一
帯
△
高
㎜

　
見
橋
附
近
お
よ
び
下
流
。
　
　
　
　
．
㎜

②
泳
ぐ
時
間
は
学
校
で
き
め
ら
れ
た
中
脳

間
に
泳
ぐ
こ
と
、
③
家
の
人
の
許
し
を
川

受
け
、
必
ず
三
人
以
上
つ
れ
だ
っ
て
行
川

く
こ
と
、
④
自
分
の
背
の
と
ど
く
と
こ
川
‘

ろ
で
泳
ぎ
、
空
腹
の
と
き
や
疲
れ
て
い
脚

る
と
き
は
泳
が
な
い
、
⑤
救
命
具
（
竹
脚

竿
、
浮
ぶ
く
ろ
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
）
な
ど
㎜

は
常
に
準
備
レ
て
お
く
。
、
　
　
　
　
　
㎜

△
よ
い
生
活
を
す
る
に
は
　
　
　
　
　
㎜

①
遊
び
は
午
後
五
時
ま
で
。
夜
圏
外
出
川

は
午
後
七
時
ま
で
。
お
祭
り
や
お
盆
休
脚

み
に
は
父
兄
と
同
伴
で
九
時
ま
で
は
よ
㎜

い
で
し
ょ
う
。
②
花
火
な
ど
利
用
し
た
㎜

危
険
な
遊
び
や
刃
物
遊
び
は
や
め
ま
し
二

一
の
友
や
研
究
証
録
、
宿
題
は
予
定
ど
お
よ
う
。
③
早
寝
早
起
の
規
則
正
し
い
生
澗

　
り
進
ん
で
い
ま
す
か
。
④
不
得
意
な
教
活
を
し
て
健
康
な
身
体
を
つ
く
り
ま
し
川

　
科
に
は
と
く
に
力
を
入
れ
ま
し
よ
う
。
　
よ
う
。
④
ラ
ジ
オ
体
操
に
は
、
つ
と
め
㎜

　
⑤
友
人
の
勉
強
の
ジ
ヤ
マ
を
し
な
い
よ
て
参
加
し
ま
し
よ
う
。
⑤
子
供
会
の
活
㎜

養
う
に
し
ま
し
よ
う
。
・
　
　
　
　
　
　
動
を
伸
ば
す
と
き
で
す
、
み
ん
な
で
計
㎜

　
△
水
泳
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
画
を
た
て
、
よ
い
遊
び
方
を
研
究
し
、
川

陛
①
水
泳
禁
止
の
赤
旗
、
立
札
の
あ
る
と
ま
た
き
ま
り
を
つ
く
っ
て
そ
れ
を
実
行
㎜

　
こ
ろ
で
は
泳
い
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
特
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
．
　
　
　
　
　
㎜

　
に
日
向
市
で
は
次
の
と
こ
ろ
を
最
も
危
⑥
栄
養
の
補
給
や
充
分
な
休
養
睡
眠
を
㎜

　
険
な
場
所
と
し
て
注
意
し
て
い
ま
す
。
　
と
り
、
体
の
悪
い
と
こ
ろ
は
休
み
中
に
川

重
　
△
伊
勢
ケ
浜
の
両
岸
と
公
園
の
南
側
な
お
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。
⑦
夏
休
み
川

　
　
△
耳
川
の
危
険
区
域
　
△
検
察
庁
横
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
父
母
や
先
生
に
相
談
剛

．
臼
、
の
た
め
濾
△
塩
見
川
の
川
尻
△
川
の
し
て
か
ら
や
り
ま
レ
よ
う
。
　
　
　
　
脚
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